
【表紙：厚沢部消防署『消防ふれあいフェア』より～関連記事最終ページ】
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◆平成27年度　一般会計歳入（主なもの） 44億3,642万2千円総額

歳
入（
収
入
）

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、財
政指標（健全化判断比率及び資金不足比率）の公表、判断
基準以上となった場合には、財政健全化計画等の策定が
義務付けられております。
　平成27年度厚沢部町各会計の決算に基づき健全化判
断比率を算定したところ、下表のとおり、いずれの指標に
ついても早期健全化基準、財政再生基準を下回りました。

※1 実質赤字額、連結実質赤字額がないため「―」で表示し、参
　考として黒字の比率を（　）内にマイナス表記しています。
※2 将来負担比率は、将来負担に対し充当可能財源が上回っ
　ているため指標は「―」で表示しています。
●各公営企業会計（国保病院事業、簡易水道事業及び農業集
　落排水事業）における「資金不足比率」については、平成27
　年度決算において資金不足を生じた企業がないため、該当
　ありません。

平成27年度決算に基づく健全化判断比率等公表

積立金
（財政調整基金）

実質
収支

E=C-D

翌年度
繰越財源

D

形式
収支

C=A-B

歳　出

B

歳　入

A

38,74974,93651,122126,0584,310,3644,436,422H27

45,74972,74343,836116,5794,282,9524,399,531H26

41.5％

46.0％

公共施設建設事業費の財源などとしての
借入金

○町　債　3億1,916万9千円（7.2％）

繰入金、繰越金、繰入金、繰越金、財財
産産収収入、使用料、入、使用料、手手
数料数料等等

○町　税　4億160万2千円（9.1％）

国や道から使途を特定されて交付される補助金等

○国・道支出金　5億9,085万5千円（13.3％）

町民税

1億6,685万円

固定資産税

1億8,468万3千円

市町村たばこ税

3,511万7千円（8.8％）

軽自動車税

1,140万1千円（2.8％）

入湯税

355万1千円（0.9％）

　議会の認定を受けた会計決算

については、地方自治法により

公表が義務付けられています。

　ここでは、第3回定例議会で認

定された平成27年度一般会計

決算についてお知らせします。

【町税（4億160万2千円）の内訳】

【平成27年度一般会計決算収支状況】

地方公共団体間の財政地方公共団体間の財政不不
均衡を是正し、必要な均衡を是正し、必要な財財
源を保障するため、国源を保障するため、国かか
ら地方公共団体に対しら地方公共団体に対してて
交付される交付される。。
国税のうち、所得税、法国税のうち、所得税、法人人
税、酒税、消費税及びた税、酒税、消費税及びたばば
こ税の収入額の一定割こ税の収入額の一定割合合
が充てられるが充てられる。。

○地方交付税 24億7,893万4千円（55.9％○地方交付税　24億7,893万4千円（55.9％））

（単位：千円）

○その他 6億3,19○その他　6億3,1988万4千円（14.4％）万4千円（14.4％）

財政再生基準早期健全化基準
平成27年度
厚沢部町指　　標

20.00％15.00％※1　―％（△2.56％）①実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

30.00％20.00％※1　―％（△8.81％）②連結実質赤字比率

35.00％25.00％3.8％③実質公債費比率

350.0％※2　    　―％④将来負担比率

（単位：千円）
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構成比決 算 額区  分

1.567,076議 会 費

23.0990,197総 務 費

18.8810,595民 生 費

10.2437,561衛 生 費

0.0274労 働 費

12.9555,797農林水産業

2.296,358商 工 費

9.9425,172土 木 費

5.6242,093消 防 費

7.3313,841教 育 費

0.14,211災害復旧費

8.5367,189公 債 費

100.04,310,364合 　計

（単位：千円、％）

　平成27年度決算規模については、歳入44億3,642万2千円から歳出43

億1,036万4千円を差し引いた形式収支1億2,605万8千円を、平成28年度

へ繰り越しました。

　歳入については、前年度決算額と比較して3,689万1千円（0.8％）の増

となっており、主な増減は、国庫支出金の社会資本整備総合交付金（公

営住宅緑町Ｂ団地新築工事分）と年金生活者支援臨時福祉給付金給付

事業費補助金の増。道支出金の農業基盤整備促進事業費補助金と森林

整備加速化・林業再生事業（木造公共施設整備）補助金の減などです。

　歳出については、前年度決算額と比較すると27,413千円（0.6％）の増

となっており、主な増減は、総務費で公共施設整備基金積立金の増、民

生費で後期高齢者医療広域連合負担金の減、衛生費で生活排水処理施

設整備事業費補助金の減、労働費で緊急雇用創出推進事業費の減、農林

水産業費で農業基盤整備促進事業費と林業専用道新設工事費の減、南

館城丘ふれあいセンター事業費と多面的機能支払交付金の増、土木費

では新町市街地線交付金事業費の減、公営住宅緑町新築工事費と橋梁

長寿命化事業費の増、教育費では総合グラウンドフェンス改修工事費

と図書館・郷土資料館屋上アスファルト防水改修工事費の減などです。

平成27年度一般会計歳入歳出決算につい平成27年度一般会計歳入歳出決算についてて

◆平成27年度　一般会計歳出（主なもの） 43億1,036万4千円総額

【目的別歳出概要】

歳
出（
支
出
）

平成27年度

職員等に支払われる給与、手当及び共済費や
議会議員及び各種委員に支払われる報酬等

○人件費　5億7,678万8千円（13.4％）

地方公共団体が各種の法令等地方公共団体が各種の法令等にに
基づき、被扶助者に対して支基づき、被扶助者に対して支出出
する経する経費費

○扶助費 3億2,850万3千円（7.6％○扶助費　3億2,850万3千円（7.6％））

補助金、負担金、報償費及補助金、負担金、報償費及びび
火災保険料火災保険料等等

○補助費等○補助費等　99億7,750万億7,750万99千円（22.7千円（22.7％）％）

道路、橋りょう、学校及び公営住宅等の建設等、行
政水準の向上に直接寄与する経費（普通建設事業
費・災害復旧事業費等）

○投資的経費　5億4,026万4千円（12.5％）

借金の元金、利子の償還金及び一時借入金
の利子の合算額

○公債費 3億6,718万9千円（8.5％○公債費　3億6,718万9千円（8.5％））

基金に積み立てるため基金に積み立てるためにに
支出され支出されるる経費経費

○積立金　4億4,779万9千円万9千円（10.4（10.4％）％）

物件費、維持補修費、繰出物件費、維持補修費、繰出金金

○その他 10億7,231万2千円（24.9％○その他  10億7,231万2千円（24.9％））
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第
3
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会

　

9
月
5
日　

か
ら
3
日
間
、第

（月）

3
回
町
議
会
定
例
会
を
開
催
。今

定
例
会
で
は
、　

年
度
各
会
計
補

28

正
予
算
、　

年
度
各
会
計
決
算
な

27

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、議
事
の
詳
細
は
、次
号
の

議
会
だ
よ
り
で
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
補
正
予
算
を
追
加

　
　

年
度
一
般
会
計
は
7
千
5
百

28
9
万
円
を
追
加
し
、総
額
を　

億
46

5
千　

万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。

62

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
人
事

異
動
に
係
る
職
員
人
件
費
、旧
厚

沢
部
川
農
業
開
発
事
務
所
改
修
工

事
費
、ル
ー
ル
に
基
づ
く
財
政
調

整
基
金
積
立
金
、認
知
症
高
齢
者

等
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
人
材
育

成
関
連
経
費
、う
ず
ら
温
泉
マ
ル

チ
エ
ア
コ
ン
入
替
修
繕
料
、美
和

小
学
校
閉
校
記
念
事
業
協
賛
会
補

助
金
、鶉
小
学
校
非
常
用
放
送
設

備
取
替
工
事
費
、土
橋
自
然
観
察

教
育
林
木
橋
修
繕
料
な
ど
で
す
。

各
会
計
決
算
を
認
定　

　
　

年
度
の
各
会
計
決
算
に
つ
い

27
て
審
議
、認
定
さ
れ
、　

年
度
健
全

27

化
判
断
比
率
及
び　

年
度
公
営
企

27

業
会
計
に
係
る
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
も
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
般
会
計
決
算
内
容
は
、2
～
3

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

各
委
員
の
再
任
を
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
に
、本
町
の

佐
藤
祐
子
氏（　

歳
）と
館
町
の
谷

54

口
智
則
氏（　

歳
）、固
定
資
産
評

55

価
審
査
委
員
会
委
員
に
、鶉
町
の

山
内
敏
明
氏（　

歳
）の
再
任
が
同

64

意
さ
れ
ま
し
た
。

山
崎
議
員
と
加
藤
議
員
が
一
般
質
問

差引歳出歳入会計別

23,826,724715,727,671739,554,395国民健康保険事業

23,81962,836,90762,860,726後期高齢者医療

10,567,562570,418,645580,986,207介護保険事業（保険勘定）

02,019,4802,019,480介護保険事業（介護サービス勘定）

2,625,08987,360,32589,985,414簡易水道事業

793,472150,841,732151,635,204農業集落排水事業

837,588524,845,952525,683,540国民健康保険病院事業

2
氏
が
一
般
質
問

　

山
崎
孝
議
員
と
加
藤
古
志
男

議
員
の
2
氏
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

山
崎
議
員
は
、『
認
定
こ
ど
も

園
に
係
る
建
設
計
画
、経
営
方

策
、
資

金

需

要
』
と
『
道

の

駅

あ
っ
さ
ぶ
の
更
な
る
発
展
と
戦

略
』に
つ
い
て
、
加
藤
議
員
は
、

『
土
砂
災
害
対
策
』と『
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
保
険

料
軽
減
特
例
の
維
持
・
継
続
』に

つ
い
て
質
問
。町
長
ら
と
白
熱

し
た
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

特別会計決算 （単位：円）

町
営
『
認
定
こ
ど
も
園
』
建
設
計

町
営
『
認
定
こ
ど
も
園
』
建
設
計
画画

寛

感

幹

慣

干

干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

▼

課
題
を
解
消
し
更
な
る
発
展

　

が
期
待
さ
れ
る
道
の
駅
周
辺

計画再検討『予定地手狭』と
　

町
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
設

立
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
及
び

保
護
者
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意

見
を
踏
ま
え
、
建
設
計
画
を
再

検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成　

年
4

30

月
の
開
園
計
画
は
白
紙
と
な
り

ま
す
。現
時
点
で
の
今
後
の
予

定
は
未
定
で
す
が
、今
後
も
保

護
者
と
地
域
、
議
会
と
十
分
に

協
議
し
、建
設
計
画
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
の
で
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼

建
設
予
定
地
は
再
度
検
討
に

　

道
の
駅
あ
っ
さ

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶぶ

寛

感

幹

慣

干

干

患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患

嬉しい悲鳴『駐車場手狭』と
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災　害　別
避　難　場　所

地　震土砂災害洪　水

×○○美和小学校

○○○美和ふれあいセンター

○○△富栄ふれあいセンター

○○○緑町コミュニティセンター

○×△厚沢部小学校

○○△厚沢部中学校

（11月末まで耐震化工事中）山村開発センター

○○△保健福祉総合センター

○○○総合体育館

○○△赤沼町ふれあいセンター

○×○まちなか交流センター

（平成29年4月中旬完成予定）上里ふれあい交流センター

×○△滝野寿の家

○○○清水ふれあいセンター

○○○鶉ふれあいセンター

○○○鶉小学校

○○○鶉地区多目的研修センター

○○○うずら温泉宿泊施設

○○○相和ふれあいセンター

○○○木間内ふれあいセンター

×○○新栄生活改善センター

○○△当路ふれあいセンター

○×○館小学校

○○○南館城丘ふれあいセンター

×○○館中学校

××○館地域振興センター

○○○富里ふれあいセンター

※△は雨量の状況によっては二次避難を要する場所

危険が迫ったら即避難

避難場所と避難経路の把握が自分の身と家族を守る

能
登
谷
建
設
に

感
謝
状
を

贈
呈

災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

　

町
は
、災
害
復
旧
に
向
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
た
能

登
谷
建
設
㈱（
能
登
谷
謙
一
社
長
）

に
対
し
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
台
風　

号
の
強
風
に

10

よ
る
町
道
の
倒
木
等
を
無
償
で
撤

去
す
る
な
ど
、
町
道
の
安
全
確
保
・

保
全
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

能
登
谷
社
長
は「『
被
害
を
最
小

限
に
』と
の
思
い
で
早
急
に
対
応

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

左
記
の
一
覧
表
は
、洪
水
、土
砂

災
害
、地
震
が
発
生
し
、ま
た
は
、

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、

避
難
す
る
施
設
で
す
。

　

し
か
し
、ひ
と
つ
の
避
難
場
所

が
全
て
の
災
害
に
使
用
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。日
頃
か
ら
、災
害

に
応
じ
た
避
難
場
所
及
び
避
難
経

路
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、大
雨
や
洪
水
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、気
象
状
況
や
河
川

の
増
水
を
把
握
し
、低
地
の
避
難

所
で
は
な
く
、土
砂
災
害
危
険
箇

所
を
避
け
な
が
ら
、高
台
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

台
風　

号
農
業
被
害

10
農
作
物
の
倒
伏
や
ハ
ウ
ス
が
破
損

　

8
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て

30

31

猛
威
を
振
る
っ
た
台
風　

号
は
、

10

道
内
各
地
で
甚
大
な
大
雨
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、大
き
な
大
雨
被
害

こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
強
風
に
よ

り
水
稲
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど

が
倒
伏
。ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス　

棟
14

も
破
損
す
る
な
ど
農
業
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、倒
木
も
町

内
広
範
囲
で
発
生
。木
間
内
や
松

園
町
な
ど
で
停
電
と
な
り
、日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

　

近
年
、全
国
各
地
で
洪
水
や
地

震
な
ど
に
よ
り
避
難
勧
告
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。万
が
一
の
避
難
に

備
え
て
、昨
年
3
月
に
配
布
し
た

『
防
災
の
し
お
り（
町　

で
も
閲
覧

HP

可
能
）』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼

倒
伏
し
た
水
稲

▼

骨
が
曲
が
り
破
れ
た
ハ
ウ
ス
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Scenes

autumn
　of

実

あ
っ
さ
ぶ

特Ａ米『ふっくりんこ』ができるま特Ａ米『ふっくりんこ』ができるまでで（移植栽培の一例）（移植栽培の一例）

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干
患 患

Ａ 
米

ふ
っ
く
り
ん
こ

道南が生んだ特

革革 革革

り の 秋

革革 革革

革革 革革
革革

革革
革革

▲専用ケースを播種機に流す（腰にくる）▲自動で種と土が入る（補充は人間）▲重たいケースを約20枚運搬（慎重に）

▲いよいよ田植え！（操作は人間）

▲自動で水をかける（準備と撤去は人間） ▲シートを掛け本日終了！（打上げ～?!）

▲慎重に温度管理。　    約30日後の苗▲水田にも栄養を与え綺麗に均す

▲病気や害虫から稲を守り、良食米づくりのために管理を徹底し、
　田植えから4カ月。ようやく収穫の時を迎える。

▲保温ハウスで　　　 綺麗に並べる
   　　　　　　　　　　　（暑くて腰にくる）

注）掲載スペースの関係上、作業の一部を掲載。生産者の苦労を全てお伝えできていないことをお許しください。
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素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままのまちちちちちちちちちちちあっさあっさぶぶ

中
部
学
院
短
期
大
学

　

岐
阜
県
に
あ
る『
中
部
学
院
大

学
短
期
大
学
部
』の
学
生
9
人
が
、

9
月
1
日　

か
ら
6
日　

ま
で
の

（木）

（火）

6
日
間
、『
福
祉
・
介
護
』の
学
び
の

た
め
滞
在
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、介
護
施
設
訪
問
、在

宅
介
護
・
要
支
援
者
の
自
宅
訪
問
、

農
作
業
体
験
、地
元『
郡
上
お
ど

り
』の
披
露
な
ど
を
通
じ
て
、町
民

と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

受
入
れ
に
ご
協
力
頂
い
た
、

あ
っ
さ
ぶ
荘
、ゆ
い
ま
～
る
、生
き

が
い
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
皆
さ
ん
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

道外の大学生が厚沢部町から学ぶ

アウトキャンパス事業
愛
知
学
院
大
学

　

名
古
屋
市
に
あ
る『
愛
知
学
院

大
学
』の
学
生
6
人
が
、9
月
5
日

　

か
ら　

日　

ま
で
の
7
日
間
、

（月）

11

（日）

『
農
家
ス
テ
イ
と
地
域
交
流
』で
の

学
び
の
た
め
滞
在
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、
農
家
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
、農
作
業
体
験
、富
栄
と
赤
沼
町

の
祭
典
参
加
、町
内
小
学
生
対
象

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ

て
、町
民
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

農
家
ス
テ
イ
に
ご
協
力
頂
い
た

野
澤
勝
晴
夫
妻
、奈
良
正
人
夫
妻
、

野
村
勝
夫
妻
、沢
山
の
思
い
出
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

革

▼

奈良さんのかぼちゃ収穫に真剣▼

野村さんと富栄のお祭りで笑顔

▼

野澤さんと電気牧柵
　を撤去しながら談笑

▼

あっさぶ荘で、ダンスを披露
▼

生きがいデーサービスの
　みなさんと、「あっさ～Ｖ！」

▼

また来いよ～！

▼

ゆいま～るで、郡上おどりを
　披露

▼教授の勢いに負けず、今後も
　福祉の充実のために活躍を！
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素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのまち  あっさぶあっさぶ

各各
神
社
例
大

神
社
例
大
祭祭
開
催
開
催

　

9
月
6
日　

、富
栄
の
神
明
神

（火）

社（
沢
口
一
雄
総
代
長
）
は
、富
栄

地
区
の
江
差
側（
美
和
と
中
網
の

境
界
）の
地
域
の
守
り
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
き
た
『
毘
沙
門
天
（
び

し
ゃ
も
ん
て
ん
）』を
同
居
さ
せ
る

た
め
、合
祀（
ご
う
し
）
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

毘
沙
門
天
は
、こ
れ
ま
で
庄
山

家（
現
在
6
代
目
敦
氏
）を
中
心
に

地
区
の
住
民
で
代
々
祀
っ
て
き
ま

し
た
が
、
住
民
が
6
世
帯
と
な
り
、

後
継
者
が
い
な
い
高
齢
者
が
多
い

こ
と
で
将
来
の
管
理
を
不
安
視
。

今
後
は
、御
神
体
を
神
明
神
社
に

安
置
す
る
こ
と
を
要
請
し
、今
回

の
合
祀
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
神
明
神
社
奉
賛
役
員

　

人
と
江
差
姥
神
大
神
宮
か
ら
宮

13司
ら
5
人
が
出
席
。
毘
沙
門
天
が

安
置
さ
れ
て
い
る
お
堂
か
ら
、
御

神
体
を
包
囲
し
て
渡
行
。地
域
の

住
民
ら
約　

人
が
見
守
る
中
、約

30

　

分
を
掛
け
て
、
神
明
神
社
に
到

15着
し
、
厳
か
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
明
神
社
・
毘
沙
門
天

合
祀
祭
開
催

　

五
穀
豊
穣
を
願
い
、8
月　

日　

、木
間
内
・
社
の
山
・
旭
丘
で

19

（金）

始
ま
っ
た
各
神
社
例
大
祭
は
計　

地
区
で
開
催
さ
れ
、9
月　

15

16

日　

、本
町
・
新
町
・
松
園
町
と
緑
町
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

（金）

　

例
大
祭
に
合
わ
せ
て
帰
省
す
る
厚
沢
部
町
出
身
者
も
多
く
、

本
祭
で
は
、笛
や
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
て
山
車
が
巡
行
し
、威

勢
の
良
い
御
神
輿
が
練
り
歩
く
な
ど
、年
に
1
度
の
例
大
祭
で

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
が
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

富栄

　

合
祀
祭
の
渡
行
を
見
守
っ
て

い
た
鹿
能
ト
シ
子
さ
ん（　

歳
）

70

は
、「
生
ま
れ
て
初
め
て
見
た
。

荘
厳
な
儀
式
に
立
ち
会
え
て
感

無
量
。
心
が
洗
わ
れ
た
気
分
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲御神体は絹垣で包囲。松明を先頭に厳かに渡行開始

▼

赤
沼
地
区
の
中
学
生
神
輿

▼

厚
沢
部
保
育
所
の
子
ど
も
神
輿

▼

ゆいま～るの皆さんと山車

▼

館保育所の子どもたちと
　江差姥神大神宮の宮司らと
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仲間を信じて力強くスパイ仲間を信じて力強くスパイクク
全道中学生選抜バレーボールフェス開全道中学生選抜バレーボールフェス開催催

寸劇を演じ虫歯の怖さを伝え寸劇を演じ虫歯の怖さを伝えるる
３保育所で『歯みがき教室』を開３保育所で『歯みがき教室』を開催催
　8月31日（水）～9月2日（金）、町内3保育所で

『歯みがき教室』を開催しました。

　歯科衛生士や保健師ら4人が、寸劇『虫歯菌

一家のお引越し』を披露し、役者の名演技に

児童も真剣。劇を通じて、「好き嫌いせずにた

くさん食べること」「食後はすぐに歯を磨く

こと」「毛先の広がっていない歯ブラシは使

うこと」など多くのことを学んでいました。

　最後に、小形歯科衛生士からブラッシング

指導を受け児童の歯は真っ白になりました。

　8月27日（土）・28日（日）、厚沢部バレーボール連

盟（湯田皓二会長）主催の『第19回全道中学生選抜

バレーボールフェスティバル』が、総合体育館など

4会場で開催されました。

　道南の中学校のほか遠くは雨竜郡秩父別町や岩

見沢市など男子6チーム女子15チーム計21チーム

211人が熱戦を繰り広げました。　なお、男子は岩

見沢クラブ、女子は室蘭桜蘭中Aチームが頂点に

立ちました。

厚沢部の貴重な資源を守るため厚沢部の貴重な資源を守るためにに
厚小4年生厚小4年生がが鮎の人工ふ化に挑鮎の人工ふ化に挑戦戦

　9月14日（水）、厚沢部小学校4年生18名が、町河川
資源保護振興会(坂本和晃会長)の指導の下、鮎の人
工ふ化体験に挑戦しました。
　坂本会長から「厚沢部の鮎を食べたことある
人？」の問いかけに、石井透子さんが手をあげ、「鮎
つり体験で食べたけど苦かった」と返答。「苦いの
は川のコケを食べているから。大人はその苦味が
好きなんだよ」と、和やかな雰囲気で授業は進めら
れました。
　なお、無事にふ化した約7万匹の仔魚は、9月24日
（土）、振興会員の手で厚沢部川に放流されました。

お父さんお母さんの仕上げ磨きが大お父さんお母さんの仕上げ磨きが大切切

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのまち  あっさぶあっさぶ

歯科衛生士と保健師らの迫真の演技に、鶉保育所の子どもたちは・・・歯科衛生士と保健師らの迫真の演技に、鶉保育所の子どもたちは・・・↓↓

今年もバレーボールとメークインの塩煮のまち厚沢部町へようこそ今年もバレーボールとメークインの塩煮のまち厚沢部町へようこそ！！

「サングラスの人（虫歯）怖いよ～「サングラスの人（虫歯）怖いよ～」」みんな真剣に歯みがき歯みがき～食後は必ず磨いてねみんな真剣に歯みがき歯みがき～食後は必ず磨いてね！！

貴
重
な
体
験
に
頭
と
頭
を
寄
せ
合
い
真

貴
重
な
体
験
に
頭
と
頭
を
寄
せ
合
い
真
剣剣
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◎
保
険
料
の
一
部
免
除

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、本

人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所

得（
1
月
か
ら
6
月
ま
で
に
申
請

す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、免
除
さ
れ
る
保
険

料
額
に
は
、全
額
、4
分
の
3
、半

額
、4
分
の
1
免
除
の
4
段
階
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、4
分
の
3
免
除
、半

額
免
除
、4
分
の
1
免
除
は
、納
付

す
べ
き
保
険
料
の
一
部
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
か
ら
一
部
免
除
と
い
い

ま
す
。

　

こ
の
一
部
免
除
を
受
け
た
保
険

料
の
残
り
の
保
険
料
、つ
ま
り
、免

除
を
受
け
て
い
な
い
保
険
料
は
、

必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
保
険
料
の
納
付
を
怠
る
と

免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、保
険
料

未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
保
険
料
の
納
期
限

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期

限
が
あ
り
ま
す
。毎
月
の
保
険
料

は
、翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、2
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た

場
合
で
も
、残
り
の
免
除
さ
れ
て

い
な
い
保
険
料
に
つ
い
て
は
、こ

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
は
、保
健
福
祉
課

　

住
民
年
金
係
へ☎

6
4
‐
3
3
1
3

ね
ん
き

ね
ん
き
んん
講
座
講
座

一
部
免
除
を
受
け
た
時
は
残
り
の
保
険
料
も
忘
れ
ず
に

　

大
正
4
年
の
お
盆
、澤
口
松
太

郎
さ
ん
た
ち
根
符
岱
組（
南
館
町
）

の
若
者
は
、い
つ
も
の
よ
う
に
鹿

子
舞
の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
御
料
林（
国
有
林
）の
役
人

を
し
て
い
た
松
田
茂
さ
ん
が
や
っ

て
き
て
、「
君
た
ち
は
古
風
の
若
者

連
中
で
、た
だ
鹿
子
踊
り
を
す
る

よ
り
青
年
会
と
改
め
、盆
相
撲
を

興
行
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
」と
言

い
ま
し
た
。松
太
郎
さ
ん
た
ち
は

「
こ
の
話
に
我
々
一
同
大
い
に
同

情
す
。獅
子
踊
り
を
打
ち
捨
て
相

撲
を
立
て
る
こ
と
に
手
配
せ
り
」

と
い
う
こ
と
で
、鹿
子
舞
を
や
め

て
8
月　

日
に
相
撲
イ
ベ
ン
ト
を

15

開
催
し
ま
し
た
。相
撲
イ
ベ
ン
ト

は
大
成
功
だ
っ
た
よ
う
で
寄
付
金

　

円
、支
出　

円
で
5
円
の
残
金

29

24

を
青
年
会
の
財
産
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、松
太
郎
さ
ん
た
ち
の
活

躍
を
み
た
警
察
署
か
ら
の
依
頼

で
、8
月　

日
に
館
地
区
全
部
の

17

青
年
会
を
集
め
た『
連
合
青
年
会
』

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。松
太
郎
さ

ん
た
ち
も
自
分
た
ち
の
根
符
岱
組

周
辺
の
若
者
組
を
集
め
て
『
館
青

年
会
』と
し
ま
し
た
。

　

青
年
会
の
結
成
の
状
況
が
若
者

目
線
で
書
か
れ
た
資
料
は
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。『
備
忘
録
』
に
記
さ

れ
た
館
青
年
会
発
足
の
経
緯
は
極

め
て
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　

御
料
林
の
役
人
が
ど
の
よ
う
な

つ
も
り
で
青
年
会
を
発
足
さ
せ
よ

う
と
し
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
郷
土
芸
能
鹿
子
舞
が『
古
風
』

な
若
者
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
鹿
子
舞
よ
り
も
相
撲
が

青
年
会
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
、警
察
が
青
年
会

結
成
に
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
い

た
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

　

日
露
戦
争
に
勝
利
し
、ア
ジ
ア

の
新
興
国
と
し
て
の
地
位
を
確
立

し
た
大
日
本
帝
国
が
若
者
た
ち
に

期
待
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、若
者
た

ち
が
そ
れ
を
前
向
き
に
受
け
止
め

た
こ
と
、そ
の
結
果
、伝
統
的
な
日

本
社
会
が
変
化
し
て
い
っ
た
様
子

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ

あ
っ
さ
ぶぶ
文
化
財

文
化
財
情
報
情
報

大
正
4
年
の
鹿
子
舞
と
青
年
会
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現
在
、土
壌
改
良
剤
を
用
い
た

作
物
栽
培
試
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。土
壌
改
良
材
は
、土
壌
の
団
粒

構
造
を
作
り
、土
壌
の
保
水
性
、通

気
性
を
高
め
、物
理
性
を
改
善
さ

せ
ま
す（
8
月
号
参
照
）。今
回
は
、

ト
マ
ト
の
根
を
掘
り
上
げ
て
比
較

し
た
生
育
調
査
を
紹
介
し
ま
す
。

　

左
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

右
側
の
2
株
は
左
側
の
2
株
よ
り

根
の
広
が
り
が
大
き
く
見
え
ま

す
。重
さ
は
、平
均
で　

％
程
度
、

30

右
側
の
株
の
方
が
重
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。こ
れ
は
、団
粒
構
造
が
出

来
た
こ
と
に
よ
っ
て
土
壌
中
に
隙

間
が
で
き
、根
張
り
が
良
く
な
っ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。一
方
、

左
側
の
株
で
は
下
に
向
か
っ
て
長

く
伸
び
て
い
る
根
が
数
本
見
ら

れ
、土
壌
中
の
水
分
が
足
り
な
い

時
に
水
を
求
め
て
下
へ
と
根
を
伸

ば
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。右
側
の
株
に
は
、こ
の
よ
う
な

根
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。保
水
性
が

良
く
、水
分
が
根
の
周
り
に
足
り

て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

畑
に
堆
肥
を
入
れ
た
り
、緑
肥

を
栽
培
し
て
す
き
込
む
こ
と
も
、

土
壌
の
団
粒
構
造
を
作
る
の
に
役

立
ち
ま
す
。物
理
性
を
良
く
し
て

い
く
こ
と
で
、特
に
、干
ば
つ
や
低

温
時
な
ど
の
厳
し
い
状
況
で
も
、

作
物
が
順
調
に
生
育
し
て
い
け
る

土
壌
に
な
る
の
で
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ

活
性
化
セ
ン
タ
ーー
だ
よ
り

だ
よ
り

土
壌
の
状
態
で
根
の
張
り
方
が
変
わ
り
ま
す

農
業
委
員

農
業
委
員
会会
だ
よ
り

だ
よ
り

87

全
国
農
業
新
聞
と
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

○
全
国
農
業
新
聞
で

的
確
な
情
報
収
集
を
！

　

全
国
農
業
会
議
所
が
発
行
す
る

全
国
農
業
新
聞
は
、農
業
経
営
戦

略
の
要
と
な
る
農
政
情
報
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、市
場
の
動
向

や
農
地
制
度
、農
業
技
術
の
解
説

な
ど
農
業
界
の
幅
広
い
情
報
を
要

点
整
理
し
掲
載
し
て
お
り
、日
々

の
営
農
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

発
刊
は
毎
週
金
曜
日
。週
刊
の

特
性
を
生
か
し
、解
説
色
の
強
い

紙
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

購
読
料
は
月　

円（
送
料
込
）。

700

　

購
読
の
申
込
み
は
農
業
委
員
会

事
務
局（
役
場
内
）で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。お
申
込
み
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
農
業
者
年
金
・
売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、農
業
委

　

員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
緯
6
4
‐
3
3
1
4
）

○
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
業
者
年
金
は
農
家
の
皆
さ
ん

が
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
年
金
で
す
。

　

加
入
要
件
は
、

①　

歳
未
満

60
②
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

③
年
間　

日
以
上
農
業
に
従
事

60

と
な
っ
て
い
て
、
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人
な
ら
幅
広
く
加
入
で
き

ま
す
。

▲トマトの根の様子
　左）土壌改良剤なし
　右）土壌改良剤あり

　

保
険
料
は
2
0
，0
0
0
円
～

6
7
，
0
0
0
円
の
間
で
選
択
で

き
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
件
を
満
た
せ
ば
保
険

料
助
成
（
政
策
支
援
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Vol.
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藤岡智藤 岡 智 恵恵

ごめんください
保健師です

320　毎年冬に流行する季節型インフルエンザは、重症化すると肺炎など

の合併症を起こす危険性が高くなります。今回はインフルエンザの症

状と対処方法、予防方法について再確認しましょう。

季節型インフルエンザ
対策について

◆インフルエンザの症状

◆対処方法

お問い合わせ先：保健福祉課健康増進係・保健師【☎64－3319】

◆予防方法について

その他医療機関対象年齢

申込開始：10月中旬　　

接種開始：10月下旬　　

詳しい内容は、9月30日付配布のチ

ラシをご覧ください。

厚沢部町国保病院

65歳以上の人

60歳以上64歳未満

内部疾患による身障者手帳をお持ちの人

対象のお子さんには、医療機関等の

案内を送付しています。不明な点等

あれば下記へ問い合わせください。

厚沢部町国保病院

道立江差病院

（その他、町指定の医療機関）

1歳以上中学3年生以下

◆予防方法について

◆家族がかかった時は・・・

　インフルエンザは咳やくしゃみで周囲に広が

り、周囲にいる人が鼻や口で吸い込むことで感染

します。また、ウイルスが付着したドアノブ等に触

れた手で、口や鼻を触り感染することもあります。

　基本は手洗いとうがい、マスクをつけて予防し

ます。呼吸器疾患がある人や妊婦、乳幼児と同居し

ている場合は、うつさないようなるべく別の部屋

で過ごすようにしましょう。

①手洗いとうがいを行う。

　帰宅後、手や喉についたウイルスを洗い流すた

め、必ず行いましょう。

②マスクをする。

　感染拡大を抑える効果のほか、喉の乾燥を防ぐ

ので感染が起こりにくくなります。

③咳やくしゃみをするときは口を覆う。

　周囲に広がらないようティッシュペーパー等で

口を覆い、使用後は捨てましょう。

④部屋の湿度を保つ。

　乾燥した場所では感染しやすいため、室内干し

や加湿器などで湿度を保ちましょう。

⑤十分な休息と栄養をとる。

　日頃から疲労をためないように、休息とバラン

スのよい食事で体の抵抗力を高めましょう。

⑥予防接種をうける。

　季節型インフルエンザワクチンは、インフルエ

ンザの発症を抑えるだけではなく、発症した際の

重症化を防ぐ効果があります。接種後抗体ができ

るまでに2週間程かかりますが、約5ヶ月間は予防

効果があります。接種時期等についてはかかりつ

けの病院にご確認ください。

　インフルエンザウイルスに感染すると、1～3日

で38度以上の発熱と関節痛や筋肉痛、頭痛、倦怠感

がみられます。また、普通の風邪症状（のどの痛み

や咳、鼻水等）もでてきます。

　高熱等のインフルエンザが疑わしい症状がみら

れた場合は、直接、病院で受付をせずに、受診前に

病院へ連絡をし、スタッフの指示を受けたり、病院

入口の案内表示に従いましょう。また、受診時には

必ずマスクをつけましょう。

　厚沢部町では、特定の年齢の人（図1参照）に対して、インフルエンザ予防接種費の助成を行って

おり、対象者は無料で接種できます。接種を希望される人は、各医療機関にお申込みください。

（図１）インフルエンザ予防接種費が無料となる人
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厚沢部町出会い・賑わい・元気づくり事業参加者募集

◆受付会場　町民交流センター（あゆみ）

◆受付時間　16時00分～16時20分（飲み歩コン）

◆参加対象　20歳以上の男女（定員70名程度）

◆協力店名　いこい寿司・かりん・桜鳥・たいこ山・

   （50音順）    大鵬寿司・花のれん・ラバーズ　計7店

◆問合せ先　素敵な過疎づくり株式会社（☎ 64-2022　FAX 67-2035）
◆申込用紙　上記ｆｂまたはバーコード、町ＨＰよりダウンロ－ド願います。
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病国保病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯666666666666666666664444444444444444444464---------------------333333333333333333330000000000000000000033333333333333333333303666666666666666666666〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予診療予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する場合

　もあります。事前に病院にご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない人も、診療日当日の

　予約に余裕があれば受診可能な場合がありますので、

　お問い合わせください。

10月の外来診療

111111111111111111110000000000000000000010月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日休日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医番医

（（（（（（（（（（受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付（受付時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間 9999999999：：：：：：：：：：00000000000000000000間 9：00～～～～～～～～～～～1111111111777777777717：：：：：：：：：：0000000000：00000000000））））））））））0）

電話番号病院名当番日

52-0036道立江差病院2日（日） 

62‐2331乙部町国保病院9日（日） 

64-3036厚沢部町国保病院10日（祝） 

52-0036道立江差病院16日（日） 

52-1070佐々木病院23日（日） 

55-2017上ノ国診療所30日（日） 

※変更になる場合がありますのでご確認願います。

午前・・・  8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受付
時間

10月の外来診療

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院へ確認の上、受診してください。

午前・・・ 8時00分～11時30分（初診の人は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

　　　　★★★ 職員募集のお知らせ ★★★

　臨時および看護師職員、臨時看護助手を常時募集中！

　離職者でも、正職員として再就職可能です。

　詳しくは、総看護師長 中野へ【緯５２－００３６（内線２０２）】

　助産師、薬剤師、臨床工学技士も募集中！

　次回の職員試験実施予定日は10月15日、11月11日です。

　詳しくは、北海道病院管理室ＨＰで確認願います。

※担当医は曜日によって変更になる場合があります。
　事前に診療科へご確認ください。

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病道立江差病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯5555555555555555555522222222222222222222--------------------00000000000000000000000000000000000000003333333333333333333352-003666666666666666666666〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定診療予定

休 診 日診 療 日診 療 科

土～日・祝祭日月曜日～金曜日
内 科
外 科

月・木～日・祝祭日
25日（火）・26日（水）

4日（火）・5日（水）
11日（火）・12日（水）
18日（火）・19日（水）
〔事前予約必要〕

眼 科

診 療 日診 療 科
午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月～金曜日
午後　火曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日　（外科は14日のみ）総合診療(外科)

午前　月～金曜日（午後からの受診は要連絡）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科

午前　月曜日～金曜日産 婦 人 科

午前　4・5・12・13・18・19・26・27日
午後　12・26日耳 鼻 咽 喉 科

午前　13・27日（予約以外は10時迄に受付）
午後　5・19・26日眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

7・21日神 経 内 科

　

も
し
明
日
、突
然『
認
知
症
』に

な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　

「
食
事
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
？
」「
家
を
借
り
て
い
る
な
ら
、

家
賃
は
誰
が
払
っ
て
く
れ
る
の

か
？
」「
普
段
の
買
い
物
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
？
」
等
と
、い
ろ
い

ろ
な
心
配
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
世
話
を
し
て
く
れ
る

人
が
身
近
に
い
る
な
ら
、
そ
の
人

に
全
て
を
任
せ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
そ
の
人
も
全
て
の
こ
と
を

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
っ
た
場
合
、社
会
福
祉

協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
職
員
に
お
世
話
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、場
合

に
よ
っ
て
は
職
員
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
が
出
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

後
見
制
度
は
、
そ
う
い
っ
た
問

題
を
解
決
で
き
る
制
度
の
１
つ
と

い
え
ま
す
。後
見
制
度
は
、『
後
見

人
』と
い
う
人
物
が
、
主
に『
財
産
』

問
題
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
に
な

り
ま
す
。こ
の
後
見
人
が
財
産
管

理
を
行
う
の
で
、
誰
か
に
財
産
を

奪
わ
れ
る
と
い
っ
た
心
配
が
な
く

な
り
ま
す
。
後
見
制
度
は
、食
事
の

補
助
な
ど
身
の
回
り
の
お
世
話
や

日
常
的
な
こ
と
を
後
見
人
が
直
接

行
う
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
見
人
が
身
近

な
人
で
あ
れ
ば
食
事
の
補
助
等
身

の
回
り
の
世
話
も
併
せ
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

全
て
の
認
知
症
患
者
に
必
要
・

有
益
な
制
度
で
は
な
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、認
知
症
を
通
じ
て

後
見
制
度
の
お
話
で
し
た
。

　

身
近
な
こ
と
で
何
か
お
困
り
ご

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は

お
電
話
を
。事
前
に
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も

対
応
い
た
し
ま
す
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

米
山　

清
貴
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信信
（
第
（
第　

号
）
号
）

5959

も
し
も
し
もも

認
知
認
知
症症
に
な
っ
た

に
な
っ
た
らら
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図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

　

今月の簡単レシピ

　舞茸のうま味とクリームソースの

コクが豆腐によく合います。豆腐を

しっかり水切りして、下味をつける

ことがおいしく仕上げるコツです。

豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆腐腐腐腐腐腐腐腐腐腐スススススススススステテテテテテテテテテーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキ豆腐ステーキののののののののののの

ききききききききききののののののののののここここここここここソソソソソソソソソソーーーーーーーーーースススススススススス掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛きのこソース掛けけけけけけけけけけけ

食改からのコメン
ト

【材料】（4人分）

木綿豆腐　400g

●塩　少々

●こしょう　少々

●しょうゆ　大さじ1

舞茸　150g

玉ネギ　1/4個

万能ネギ　2本

○豆乳　1カップ

○シチューの素　小さじ1

【作り方】

①豆腐は水気を切り4等分に切って1cm

　幅の薄切りにし、塩こしょうを振る。

　舞茸は小房に分け、玉ネギはみじん切

　り、万能ネギは斜め薄切りにする。

②フライパンを中火で熱し、豆腐を入れ

　て両面がこんがりするまで焼き、しょ

　うゆで味を調え、器に盛る。

③②のフライパンをさっと洗い、舞茸と

　玉ネギを入れて炒め、豆乳を加えてひ

　と煮立ちさせ、シチューの素を加えて

　味を調える。②の豆腐に回しかけ、万

　能ねぎを散らす。

●
8
月　

日　

、
月
例
観
察
会『
夏

28

（日）

の
草
木
染
め
体
験
』を
開
催
し
ま

し
た
。

●
今
回
は
よ
く
道
路
脇
で
見
か
け

る
オ
オ
イ
タ
ド
リ
を
煮
詰
め
て
染

料
を
作
り
、ハ
ン
カ
チ
を
染
め
て

み
ま
し
た
。ま
る
で「
ほ
う
じ
茶
」

の
よ
う
な
香
り
の
す
る
オ
オ
イ
タ

ド
リ
の
染
料
。参
加
者
の
皆
さ
ん

に
は
予
め
輪
ゴ
ム
で
自
由
に
模
様

を
付
け
て
も
ら
い
ハ
ン
カ
チ
に
染

料
を
つ
け
て
煮
込
み
ま
す
。

　

待
つ
こ
と　

分
。見
事
、
濃
い
赤

30

茶
色
に
染
ま
り
ま
し
た
！「
緑
色

の
オ
オ
イ
タ
ド
リ
か
ら
こ
ん
な
色

が

出

る

の
か
」
と

参

加

者

の

皆

さ

ん

も

大

変

驚

か

れ

て

い

ま
し
た
。

●
次
回
の　

月　

日　

は
、

10

23

(日)

　

定
例
観
察
会
『
紅
葉
か
ん
さ
つ

　

会
』を
開
催
し
ま
す
！

●
問
合
せ
先

   
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　
 　
　

☎
6
4
‐
3
3
1
8

つつ
ちち
は
し
自
然
観
察
教
育

は
し
自
然
観
察
教
育
林林

観観
察察
会
の
会
の
おお
知
ら
知
ら
せせ

エネルギー 166kcal
たんぱく質 13.5g
脂　　　質 10.7g
炭 水 化 物 1.5g
塩　　　分 0.8g

本
当
に
美
味
し
い
！

「
お
む
す
び
」レ
シ
ピ　
140

（
し
ら
い
し　

や
す
こ
著
）

　

ふ
っ
く
ら
ご
飯
と
そ
れ
に
よ
く

合
う
具
材
、ど
こ
で
も
手
軽
に
食

べ
ら
れ
て
、冷
め
て
も
美
味
し
い

「
お
む
す
び
」。定
番
の
具
材
を

使
っ
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
か

ら
、目
か
ら
鱗
な
組
合
せ
ま
で
簡

単
な
の
に
美
味
し
い
レ
シ
ピ
を
ご

紹
介
。

　

「
お
に
ぎ
ら
ず
」や「
ス
テ
ィ
ッ

ク
お
に
ぎ
り
」レ
シ
ピ
、お
に
ぎ
り

に
合
う
ス
ー
プ
や
、き
れ
い
に『
魅

せ
る
』詰
め
方
な
ど
情
報
満
載
！

　
　

月
…
木
の
葉
も
彩
り
、本
格
的
に
秋
が
来
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

10
な
り
ま
し
た
。『
秋
と
言
え
ば
？
』収
穫
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
そ
し
て
…
、

『
食
欲
の
秋
！
」今
月
は
、料
理
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

米
粉
だ
か
ら
作
れ
る

と
び
き
り
お
い
し
い
焼
き
菓
子

（
多
森　

サ
ク
ミ
著
）

　

ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の
『
小
麦
粉
・

卵
・
乳
製
品
』
を
不
使
用
。ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
人
で
も
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
る
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
ナ

チ
ュ
ラ
ル
レ
シ
ピ
。
と
び
き
り
お

い
し
い
！
毎
日
食
べ
た
い
作
り
た

い
！
『
米
粉
』で
作
る
ヘ
ル
シ
ー
な

焼
き
菓
子　

種
。

60

●
図
書
館
で
は
、
図
書
の
リ
ク
エ

ス
ト
の
ほ
か
、
道
立
図
書
館
か
ら

の
貸
出
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
問
合
せ
先　

図
書
館
（
直
通
）

☎
6
4
‐
3
4
3
6

食生活
改　善
協議会
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行行1100
 
＆＆

事事

おお

知知
らら
せせ

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、専

門
の
医
師
や
保
健
師
を
相
談
員
と

し
て
、次
の
と
お
り
精
神
保
健
相

談（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を
開
設

し
ま
す
。相
談
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、　

月　

日　

午
前
中
迄
に

10

13

（木）

事
前
に
申
込
み
願
い
ま
す
。な
お
、

開
設
日
以
外
で
も
保
健
師
に
よ
る

相
談
は
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　
　

月　

日　
 

10

18

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
5
2
‐
1
0
5
3

檜
山
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程　
　

月　

日　

・　

日　

10

12

（水）

26

（水）

◆
時
間　
　

時
～　

時

13

15

◆
受
講
料　

各
2
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

各
実
施
日
前
日
迄

○
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生

　

教
育

◆
日
程　
　

月　

日　

10

14

（金）

◆
時
間　

9
時
～　

時
16

◆
受
講
料　

8
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　
　

月
3
日　

迄

10

（月）

○
伐
木
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育

◆
日
程　
　

月　

日　

～　

日　

10

20

（木）

21

（金）

◆
時
間　

9
時
～　

時
18

◆
受
講
料　

1
5
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　
　

月
7
日　

迄

10

（金）

○
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
研
修
講
座

〔
1
日
講
習
〕全
身
性
障
が
い
者　

　
　
　
　
　

移
動
介
護
従
業
者

◆
日
程　
　

月　

日　

10

29

（土）

◆
時
間　

9
時　

分
～　

時　

分

30

15

30

◆
受
講
料　

1
5
，0
0
0
円

◆
備
考　

前
日
迄
に
添
削
問
題
を

　
　
　
　

自
宅
学
習
、当
日
講
義
、

　
　
　
　

実
技
演
習
に
よ
り
修
了

〔
2
日
講
習
〕同
行
援
護
従
業
者　

　
　
　
　
　

養
成
研
修
一
般
課
程

◆
日
程　
　

月　

日　

～　

日　

10

29

（土）

30

（日）

江
差
町
文
化
会
館

○　

月
6
日　

10

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時

14

15

◆
初
回
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

16

45

○　

月　

日　

10

18

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○　

月　

日　

10

13

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

月　

日
～　

日
は
、

10

17

23

『
秋
の
行
政
相
談
週
間
』で
す
。

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
中
に
、
次

の
と
お
り
『
特
設
行
政
相
談
所
』を

開
設
し
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

機
関
や
特
殊
法
人
な
ど
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

こ
と
、納
得
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、

意
見
を
お
持
ち
の
人
は
、行
政
相

談
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

相
談
料
は
無
料
。
相
談
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

【
特
設
行
政
相
談
所
】

◆
日
時　

　
　

月　

日　
　

時
～　

時

10

21

（金）
10

15

◆
場
所　

　

厚
沢
部
町
役
場（
第
2
会
議
室
）

◆
行
政
相
談
委
員

　

替
地　

薫
さ
ん（
赤
沼
町
）

　

☎
6
4
‐
3
9
6
1

◆
相
談
内
容　

年
金
、医
療
保
険
、

　

社
会
福
祉
、
交
通
安
全
、雇
用
、

　

登
記
、
道
路
、
河
川
、
郵
便
、
役
所

　

の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
政
策
課

　

住
民
運
動
係
（
☎
6
4
‐
3
3
1

　

1
）へ

◆
時
間　
　

日　
　

時
～　

時

29

16

17

　
　
　
　
　

日　

9
時
～　

時

30

17

◆
受
講
料　

2
5
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　
　

月
7
日　

迄

10

（金）

○
こ
ど
も
英
語
教
室
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

パ
ー
テ
ィ
ー

◆
日
程　
　

月　

日　

10

31

（月）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

14

30

15

30

◆
対
象　

小
学
校
1
年
～
3
年
生

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
締
切　
　

月　

日　

迄

10

28

（金）

　

月
は『
不
正
軽
油
防
止
強
化

10月
間
』
で
す
。

　

檜
山
振
興
局
で
は
、
不
正
軽
油

の
撲
滅
に
向
け
た
取
組
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

不
審
な
軽
油
の
売
込
み
や
軽
油

の
密
造
な
ど
、
不
正
軽
油
に
関
す

る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
1
1
0
番

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
（
☎
0
8
0
0
‐

8
0
0
2
‐
1
1
0
）
へ

　

月
は
、『
自
動
車
点
検
整
備

10推
進
運
動
強
化
月
間
』で
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
の

確
実
な
点
検
・
整
備
を
図
る
た
め
、

関
係
省
庁
・
関
係
団
体
の
協
力
を

得
て
、『
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運

動
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
は
国
民
の
生
活
や
経
済

の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
や
車
体

フ
レ
ー
ム
の
腐
食
に
よ
る
事
故
な

ど
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
、
安
全
確
保

の
た
め
、
自
動
車
の
点
検
・
整
備

を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。　
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江
差
調
停
協
会
で
は
、次
の
と

お
り『
無
料
調
停
相
談
』を
実
施
し

ま
す
。

　

家
庭
内
親
族
間
の
金
銭
、土
地

建
物
、サ
ラ
金
、交
通
事
故
、離
婚

等
の
紛
争
に
つ
い
て
、調
停
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
。相
談
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
日
時

　
　

月　

日　
　

時
～　

時

10

14

（金）
10

15

◆
場
所　

　

江
差
町
文
化
会
館
会
議
室

※
詳
し
く
は
、江
差
簡
易
裁
判
所

　

庶
務
課（
☎
5
2
‐
0
1
7
4
）

　

へ 無
料
調
停
相
談
の
お
知
ら
せ

樺

戸 籍 の 窓
9月20日届出分まで

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－5）2,3791,2501,1291,163下地区

（－2）714361353341鶉地区

（－1）1,001520481479館地区

（－8）4,0942,1311,9631,983全　町

平成28年8月末日現在

赤沼町　本庄　由子さん （86歳） 8/21

南館町　木村　昭江さん （89歳） 8/21

中　館　西村惠美子さん （80歳） 8/23

相　生　杉森タカ子さん （74歳） 8/23

木間内　野澤　タミさん （94歳） 8/25

富　栄　濵塚キミエさん （90歳） 8/25

中　館　原田ミサヲさん （96歳） 8/27

赤沼町　 山　次郎さん （82歳） 8/27

緑　町　佐藤ミヨシさん （69歳） 8/28

鶉　町　近野　キサさん （96歳） 9/11

おくやみもうしあげます

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

0件9月の寄附件数

0円9月の寄附金額

16件
平成28年度
寄附件数累計

490,000円
平成28年度
寄付金額累計

5，690,000円前年度寄付金額

（9月20日申込分まで）

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

南
館
町
・
木
村
容
男
さ
ん
か
ら

5
0
，0
0
0
円

　

帯
広
市
・
二
木
浩
志
さ
ん
か
ら

3
0
0
，0
0
0
円

　

鶉
町
・
弘
平
谷　

美
子
さ
ん
か
ら

3
0
，0
0
0
円

●
木
間
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ

　

木
間
内
・
野
澤
勝
晴
さ
ん
か
ら

　

ガ
ス
コ
ン
ロ　

1
台

　

3
6
，0
0
0
円
相
当

　

いつまでもおしあわせに！

干　山　直　樹　さん  鶉　町
　　　前　川　智　英　さん  江差町

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日２４６連続

平成28年9月20日現在

 ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　10月22日（土）は休日のため、施設へのごみの搬入はできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

樺

　

檜
山
振
興
局
で
は
、
障
が
い
福

祉
の
周
知
・
啓
発
を
目
的
と
し
て

『
ひ
や
まｓ

ｈ
ｏ
ｗ

が
い
ウ
ィ
ー
ク

2
0
1
6
』
を
開
催
し
ま
す
。

◆
期
間　
　

月　

日　

～　

日　

10

17

（月）

21

（金）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

15

◆
場
所　
　

日　

～　

日　

・・
・

17

（月）

20

（木）

　

檜
山
振
興
局
1
階
ロ
ビ
ー
、4

　

階
講
堂

　
　

日　

・
・
・
江
差
町
役
場
1
階

21

（金）

◆
内
容　

　

就
労
支
援
事
業
所
等
に
よ
る
展

　

示
・
販
売
、パ
ネ
ル
展
な
ど

◆
問
合
せ
先　

　

檜
山
振
興
局
保
健
環
境
部
社
会

　

福
祉
課
（
☎
5
2
‐
6
6
5
1
）

『
ひ
や
まshow

が
い
ウ
ィ
ー
ク

2
0
1
6
』の
開
催
に
つ
い
て

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁

護
団
で
は
、１
人
で
も
多
く
の
Ｂ

型
肝
炎
被
害
者
の
救
済
の
た
め
、

次
の
と
お
り『
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
江

差
町
説
明
会
』を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。参

加
希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

◆
日
時　

　
　

月　

日　
　

時　

分
～

10

15

（土）
13

30

◆
場
所　

　

江
差
町
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◆
内
容　

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、給
付
を
受
け
る

　

た
め
の
条
件
説
明
、個
別
相
談

◆
問
合
せ
先　

　

北
海
道
弁
護
団
事
務
局

（
☎
0
1
1
‐
2
3
1
‐
1
9
4
1
）

『
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会
』の

開
催
に
つ
い
て

おたんじょうおめでとう！

赤沼町　細　川　 楷　斗 　くん  9/6
かいと

　　　 （博行さん・美奈子さんの子）

赤沼町　木　口　 心　翔 ちゃん  9/15
こ　と

　　　 （孝志さん・道代さんの子）

 『飲酒運転をしない、
させない、許さない』 

Ｈ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ『
吉
田
類
ぶ
ら

り
街
め
ぐ
り
厚
沢
部
編
』
放
映

　

Ｈ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組

『
吉
田
類
北
海
道
ぶ
ら
り
街
め
ぐ

り
厚
沢
部
編
』が
左
記
日
時
で
放

送
決
定
！
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

◆
日
時　
　

月　

日　

10

23

（日）

　
　
　
　
　

時　

分
～

放
送

15

00
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編集集後記
　

道
内
市
町
村
で
広
報
誌
を

作
成
し
て
い
る
職
員
を
対
象

に
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る

広
報
広
聴
技
術
研
究
会
。広
報

担
当
1
年
目
の
自
分
は
、初
め

て
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

「
こ
の
編
集
後
記
は
不
適

切
。担
当
者
は
自
身
の
娘
を
ネ

タ
に
挨
拶
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
る
が
、広
報
誌
の
中
で
は

挨
拶
に
つ
い
て
直
接
触
れ
て

い
な
い
」と
、数
多
く
の
広
報

誌
の
中
か
ら
唯
一『
広
報
あ
っ

さ
ぶ
7
月
号
の
編
集
後
記
』が

取
り
上
げ
ら
れ
、新
聞
社
の
講

師
よ
り
批
評
を
受
け
た
。

　

最
終
日
に
は
、ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
三
善
講
師
に
選

ば
れ
た
市
町
村
担
当
者
が
、広

報
誌
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
デ
ザ

イ
ン
の
工
夫
な
ど
を　

分
程

15

度
発
表
す
る
合
評
会
が
あ
り
、

幸
か
不
幸
か
、参
加
自
治
体　
125

の
う
ち
4
人
だ
け
が
行
う
発

表
者
に
指
名
さ
れ
、「
紙
面
上

の『
ア
ク
セ
ン
ト
』や
目
線
を

引
き
寄
せ
る『
よ
り
ど
こ
ろ
』

が
な
い
。見
出
し
が
見
づ
ら

い
」な
ど
、事
例
発
表
後
、多
く

の
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

　

自
治
体
の
中
に
は
、長
年
担

当
し
て
い
る
方
や
複
数
の
職

員
で
制
作
し
て
い
る
市
町
村

も
あ
り
、『
高
度
な
デ
ザ
イ
ン
』

や『
特
集
記
事
』な
ど
、読
者
を

引
き
つ
け
る
レ
ベ
ル
の
高
い

広
報
誌
を
拝
見
し
、目
か
ら
鱗

が
落
ち
た
。

　

今
回
の
研
究
会
で
感
じ
た

己
の
レ
ベ
ル
の
低
さ
、努
力
の

少
な
さ
を
真
摯
に
受
け
と
め

今
後
の
作
成
の
糧
と
し
た
い
。

　

な
お
、「
知
り
た
い
読
み
た

い
記
事
」「
編
集
後
記
で
書
く

べ
き
内
容
」「
編
集
後
記
は
必

要
な
い
」な
ど
、皆
さ
ん
か
ら

の
率
直
な
ご
意
見
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

（
三
）

Ｈ　Ｐ◇http://www．town.assabu.lg.jp

E‐Mail◇info-soumu＠town.assabu.lg.jp

　

9
月
4
日　

、厚
沢
部
消
防
署

（日）

（
相
馬
優
署
長
）と
赤
沼
町
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ（
木
口
厚
子
会
長
）の
共

催
で『
消
防
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
』が

消
防
署
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
活
動
の
体
験
や
署
員
と
の

交
流
を
通
し
て
、子
ど
も
や
家
族

に『
防
火
・
防
災
の
大
切
さ
』を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
企
画
。

小
学
生
や
親
子
連
れ
な
ど　

名
が

132

参
加
し
、放
水
や
救
助（
ロ
ー
プ
渡

過
）、水
消
火
器
、濃
煙
体
験
な
ど

を
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

防
火
服
に
身
を
ま
と
い
放
水
を

体
験
し
た
渡
辺
飛
虎
く
ん（
小
5
）

は
、「
水
の
勢
い
が
す
ご
く
て
足
が

ふ
ら
つ
い
た
」と
感
想
を
述
べ
、救

助（
ロ
ー
プ
渡
過
）体
験
に
挑
ん
だ

畑
中
紗
衣
さ
ん（
小
2
）は
、「
両
腕

が
疲
れ
た
」と
消
防
士
の
大
変
さ

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
た
め
に
綿

あ
め
や
ぬ
り
絵
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
。親
子
ら
が
ふ
れ
あ
う
微
笑
ま

し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
は
、地
域
で
の『
防

火
・
防
災
、救
命
活
動
の
技
術
向

上
』を
目
指
し
、講
義
や
実
技
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
☎
6
4
‐
3
0
6
4
）

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

 

消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防
ふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれ
ああああああああああ
いいいいいいいいいい
フフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェ

消
防
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
アアアアアアアアアアア

▲救助体験のはずが救助されてま～す

放水体験）水圧にもグッと堪えて、見事的命中放水体験）水圧にもグッと堪えて、見事的命中！！

▲未来の消防士？！膝の角度が絶妙！▲綿あめよりクレヨンに夢中？！
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